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(57)【要約】
【課題】患者組織の切断及び凝固を目的とする改善され
た手術用器具を提供する。
【解決手段】一番目の医療用器具は患者組織の切断及び
凝固のためのものであり、２つの突起のあるエンドエフ
ェクターを含む。エンドエフェクターは医療用超音波ブ
レードを含む一番目の突起、超音波ブレードに対向する
アームを含む二番目の突起、および外科用メスを有する
。二番目の医療用器具は患者組織の切断及び凝固用医療
用器具のためのものであり、２つの突起のあるエンドエ
フェクターを含む。エンドエフェクターには一番目のバ
イポーラ高周波電極を含む一番目の突起、電極に対向す
るアームを含む二番目の突起、および外科用メスを有す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の組織の切断および凝固のための医療用器具において、
　医療用超音波ブレードを含む一番目の突起、前記超音波ブレードに対向するアームを含
む二番目の突起、および外科用メスを有する、２つの突起のあるエンドエフェクター、
　を具備する、医療用器具。
【請求項２】
　請求項１に記載の医療用器具において、
　前記外科用メスが前記超音波ブレードと前記アームとのうちの一方に装着される、医療
用器具。
【請求項３】
　請求項２に記載の医療用器具において、
　前記超音波ブレードが前記アームに対し、ある角度で配置される、医療用器具。
【請求項４】
　請求項３に記載の医療用器具において、
　前記外科用メスが常に前記超音波ブレードと前記アームとのうちの他方から角度をなし
て離れている、医療用器具。
【請求項５】
　請求項４に記載の医療用器具において、
　前記角度が不変である、医療用器具。
【請求項６】
　請求項４に記載の医療用器具において、
　前記角度がユーザー調整可能角度である、医療用器具。
【請求項７】
　請求項６に記載の医療用器具において、
　前記超音波ブレードと前記アームとが少なくとも部分的に超音波手術用剪刀を定め、
　前記角度は前記超音波ブレードと前記アームと間の患者組織を把持するためにユーザー
が減少させ、
　前記角度は前記把持した患者組織を解放するためにユーザーが増加させる、医療用器具
。
【請求項８】
　請求項６に記載の医療用器具において、
　前記超音波ブレードと前記アームとが患者組織のクランプ及びクランプ解除作動モード
を欠いている、医療用器具。
【請求項９】
　患者組織を切断及び凝固するための医療用器具において、
　医療用超音波ブレードを含む一番目の突起、前記超音波ブレードに対向するアームを含
む二番目の突起、および外科用メスを有する、２つの突起のあるエンドエフェクター、
　を具備し、
　前記医療用超音波ブレードが超音波手術用剪刀の超音波ブレードの部分であり、
　前記アームが前記超音波手術用剪刀のクランプアームの部分であり、
　前記外科用メスが前記超音波ブレードに装着され、
　前記外科用ブレードが少なくとも１つの振動ノードを有し、
　前記外科用メスが前記少なくとも１つの振動ノードの各々から離れている、医療用器具
。
【請求項１０】
　請求項１に記載の医療用器具において、
　前記超音波ブレードが長方向軸を有し、
　前記超音波ブレードが前記アームを回転することなく前記長方向軸を中心に回転可能で
ある、医療用器具。
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【請求項１１】
　患者の組織の切断および凝固のための医療用器具において、
　一番目のバイポーラ高周波電極を含む一番目の突起、前記電極に対向するアームを含む
二番目の突起、および外科用メスを有する、２つの突起のあるエンドエフェクター、
　を具備する、医療用器具。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の医療用器具において、
　前記外科用メスが前記一番目の突起と前記アームとのうちの一方に装着される、医療用
器具。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の医療用器具において、
　前記一番目の突起が前記アームに対し、ある角度で配置される、医療用器具。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の医療用器具において、
　前記外科用メスが常に前記一番目の突起と前記アームとのうちの他方から角度をなして
離れている、医療用器具。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の医療用器具において、
　前記角度が不変である、医療用器具。
【請求項１６】
　請求項１４に記載の医療用器具において、
　前記角度がユーザー調整可能角度である、医療用器具。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の医療用器具において、
　前記一番目の突起と前記アームとが少なくとも部分的に高周波手術用剪刀を定め、
　前記角度は前記一番目の突起と前記アームと間の患者組織を把持するためにユーザーが
減少させ、
　前記角度は前記把持した患者組織を解放するためにユーザーが増加させる、医療用器具
。
【請求項１８】
　請求項１６に記載の医療用器具において、
　前記一番目の突起と前記アームとが患者組織のクランプ及びクランプ解除作動モードを
欠いている、医療用器具。
【請求項１９】
　請求項１１に記載の医療用器具において、
　前記一番目の突起は高周波手術用剪刀の電極をサポートする部分であり、
　前記アームは前記高周波手術用剪刀のクランプアームの部分であり、
　前記外科用メスが前記アームに装着される、医療用器具。
【請求項２０】
　請求項１１に記載の医療用器具において、
　前記アームが長方向軸を有し、
　前記アームが前記一番目の突起を回転することなく前記長方向軸を中心に回転可能であ
る、医療用器具。
【請求項２１】
　請求項１１に記載の医療用器具において、
　前記一番目の突起と前記二番目の突起とのうちの一方が二番目のバイポーラ高周波電極
を含む、医療用器具。
【発明の詳細な説明】
【開示の内容】
【０００１】
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〔発明の分野〕
　本発明は一般に手術用器具に関し、特に患者の組織の切断および凝固のための手術用器
具に関する。
【０００２】
〔発明の背景〕
　超音波手術用器具は知られているように超音波手術用剪刃であるエンドエフェクターを
含み、エンドエフェクターは、超音波手術用ブレード、ブレードに向けて開閉操作できる
クランプアーム、クランプアームに装着されクランプ表面エリアを含む組織パッド、及び
組織パッドのクランプ表面エリアとブレードとの間に位置する血管にクランプ圧を生成す
るクランプアームへのクランプ力をかけるための装置を有する。クランプ表面エリアはク
ランプアームが閉位置の時、ブレードと組織パッドが近接するエリアであることが特筆さ
れる。例示的な装置は米国特許第５，３２２，０５５号および同第６，３２５，８１１号
に記載されており、それら特許の開示内容を参照によって本明細書に組み込んだものとす
る。超音波で振動する超音波手術用ブレードと血管にかかるクランプ圧の結果、血管接合
（血管壁の相互接合）、接合血管の離断（切断）、接合血管の切断端部の凝固（封着）が
起きる。
【０００３】
　手術用器具は、知られるように、患者の組織の離断及び凝固に使用される一対の高周波
バイポーラ電極を含むエンドエフェクターを有する。外科用メス（すなわち、鋭利な切断
端を有する手術用器具）が患者の組織を横断するのに用いられることが知られている。
【０００４】
　今も尚、科学者及びエンジニアは患者組織の切断及び凝固を目的とする改善された手術
用器具を探求し続けている。
【０００５】
〔発明の概要〕
　本発明の第１の実施形態の第１の表現は、患者組織の切断及び凝固を目的とした医療用
器具のためのものである。医療用器具は、医療用超音波ブレードを含む一番目の突起、超
音波ブレードに対向するアームを含む二番目の突起、および外科用メスを有する、２つの
突起のあるエンドエフェクターを含む。
【０００６】
　本発明の第１の実施形態の第２の表現は、患者組織の切断及び凝固を目的とした医療用
器具のためのものである。医療用器具は、医療用超音波ブレードを含む一番目の突起、超
音波ブレードに対向するアームを含む二番目の突起、および外科用メスを有する、２つの
突起のあるエンドエフェクターを含む。超音波ブレードは、超音波手術用剪刀の超音波ブ
レード部分であり、アームは超音波手術用剪刀のクランプアーム部分である。外科用メス
は超音波ブレードに装着している。手術用ブレードは少なくとも１つの振動ノードを有し
、外科用メスは少なくとも１つの振動ノードの各々から離れている。
【０００７】
　本発明の第２の実施形態の第１の表現は、患者組織の切断及び凝固を目的とした医療用
器具のためのものである。医療用器具は一番目のバイポーラ高周波電極を含む一番目の突
起、一番目のバイポーラ高周波電極に対向するアームを含む二番目の突起、および外科用
メスを有する、２つの突起のあるエンドエフェクターを含む。
【０００８】
　本発明の１つ以上の実施形態の表現から利益及び利点のいくつかが得られる。１つの例
では、外科用メスは無血管性患者組織（無血管性腸間膜組織等、ただしこれに限らない）
の切断に使用される。同一または別の例で、超音波ブレードまたは高周波電極は患者血管
組織（血管性腸間膜組織等、ただしこれに限らない）を切断及び凝固するために使用され
る。１つのバリエーションでは、外科用メスは患者組織をより速く切断するために超音波
ブレードとともに振動し、また外科用メスは患者組織が超音波ブレードによって切断され
るのを防ぐために回転可能である。同一または別のバリエーションでは、医療用器具は患
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者組織をより速く切断するために２本の突起の間に引張して配置する。
【０００９】
　本発明は、限定されるわけではないが、ロボット補助式器具の他、手動アクティベート
器具での適用性を有する。本発明の医療用超音波ブレード実施形態は、限定されるわけで
はないが、参照により組み込まれた特許で開示されるように直線状または彎曲状の超音波
手術用ブレードとの適用性を有する。
【００１０】
〔発明の詳細な説明〕
　本発明を詳細に説明する前に、本発明はその適用および使用上で添付の図面及び記述で
示される部品の構成および配列の詳細に制限されないことに注意すべきである。本発明の
図示された実施形態は他の実施形態、バリエーション、改変への実装または組み込みが可
能であり、様々な方法で使用され実施できる。さらにまた、特記ある場合を除き、本明細
書中に記載の用語および表現は読者の便宜を図るために本発明の図示された実施形態の説
明を目的として選択されたものであり、本発明を制限するためのものではない。
【００１１】
　以下に説明される１つ以上の実施形態、例等は、以下に説明される別の１つ以上の実施
形態、例等と組み合わせることができる。
【００１２】
　本発明の第１の実施形態は図１に示される。第１の実施形態の第１の表現は患者組織１
１２を切断及び凝固するための医療用器具１１０のためのものである。医療用器具１１０
は２つの突起のある（すなわち、少なくとも２つの突起のある）エンドエフェクター１１
４を具備し、このエンドエフェクター１１４は、医療用超音波ブレード１１８を含む一番
目の突起１１６、超音波ブレード１１８に対向するアーム１２２を含む二番目の突起１２
０、及び外科用メス１２４を有する。
【００１３】
　医療用超音波ブレード１１８は当業者には明白であるように鋭利な切断端を含まないが
患者組織１１２を離断するために超音波振動に依存していることに注意したい。また、外
科用メス１２０は患者組織１１２の離断用に構成された鋭利な切断端１２６を含むことも
注意したい。
【００１４】
　図１の実施形態の第１の表現の使用可能体の１つでは、外科用メス１２４が超音波ブレ
ード１１８とアーム１２２とのうちの一方に装着される。１つのバリエーションでは、外
科用メス１２４が超音波ブレード１１８に装着される（例えば、限定されるわけではない
が、モノリシックに装着されるか、または機械的に及び／もしくは接着剤を使用して装着
される）。別のバリエーションでは、ここには示されないが、外科用メスがアームに装着
される（例えば、限定されるわけではないが、モノリシックに装着されるか、または機械
的に及び／もしくは接着剤を使用して装着される）。ここには示されないが、１つの拡張
体では、二番目の外科用メスが超音波ブレードとアームとのうちの他方に装着される。同
一または異なる拡張体では、少なくとも２つの外科用メスが超音波ブレード及び／または
アームに装着される。
【００１５】
　図１の実施形態の第１の表現における１つの構成において、超音波ブレード１１８は、
アーム１２２に対し角度１２８で配置される。１つのバリエーションでは、外科用メス１
２４は常に、超音波ブレード１１８とアーム１２２とのうちの他方から角度をなして離れ
ている。このバリエーションの一番目の改変では、角度１２８は不変である。このバリエ
ーションの二番目の改変では、角度１２８はユーザーが調節できる角度である。この二番
目の改変の一番目の例では、超音波ブレード１１８とアーム１２２とは少なくとも部分的
に超音波手術用剪刀１３０を定め、角度１２８はユーザーにより減少されて（外科用メス
１２４が常に超音波ブレード１１８とアーム１２２とのうちの他方から離れている状態を
依然として保つ最小角にまで減少）、超音波ブレード１１８とアーム１２２との間で患者
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組織１１２を把持し、角度１２８は把持した患者組織を解放するためにユーザーが増加さ
せる。この様な動作と最小角度を達成するためのメカニズム（ピボット、ケーブル、及び
ストップ付きハンドレバーを含み得る）は、超音波手術用剪刀の設計者の通常の熟練度レ
ベル内にある。この二番目の改変の二番目の例では、超音波ブレード１１８とアーム１２
２とは患者組織のクランプ及びクランプ解除操作モードを欠いている（ただし、ユーザー
は角度を調節したり、調節した角度をロックしたりすることができ、そのような調整及び
そのようなロックを達成するメカニズム　［ノブ、ケーブル、ピボットを含み得る］　が
超音波手術用剪刀の設計者の熟練度レベル内にある）。
【００１６】
　図１の実施形態の第２の表現は患者組織１１２を切断及び凝固するための医療用器具１
１０のためのものである。医療用器具１１０は２つの突起のある（すなわち少なくとも２
つの突起のある）エンドエフェクター１１４を具備し、このエンドエフェクター１１４は
、医療用超音波ブレード１１８を含む一番目の突起１１６、超音波ブレード１１８に対向
するアーム１２２を含む二番目の突起１２０、及び外科用メス１２４を有する。超音波ブ
レード１１８は、超音波手術用剪刀１３０の超音波ブレード部分であり、アーム１２２は
超音波手術用剪刀１３０のクランプアーム部分である。外科用メス１２４は超音波ブレー
ド１１８に装着される。超音波ブレード１１８は少なくとも１つの振動ノードを有し、外
科用メス１２４は少なくとも１つの振動ノードの各々から離れている。
【００１７】
　長方向の振動成分を受けるブレードに対し、長方向振動ノードは当業者には既知である
ように長方向振動を受けないブレード上の位置を示す。同様に、横方向（すなわち、屈曲
）の振動成分を受けるブレードに対し、横方向振動ノードは横方向振動を受けないブレー
ド上の位置を示し、捻じれ（すなわち、ツイスト）の振動成分を受けるブレードに対し、
捻じれの振動ノードは捻じれの振動を受けないブレードの位置を示す。
【００１８】
　図１の実施形態の第２の表現の１つの使用可能体では、超音波ブレード１１８は長方向
軸１３２を有し、超音波ブレード１１８はアーム１２２を回転することなく長方向軸１３
２を中心に回転可能である。そのような回転のメカニズム（モーターを含み得る）は医療
用エンドエフェクターの設計者の通常の熟練度レベル内にある。図１の実施形態の第２の
表現の１つの構造では、エンドエフェクター１１４は組織パッド１３４を含み、このパッ
ドはアーム１２２に装着され、かつ、クランプ表面エリア１３６を含む。
【００１９】
　図１の実施形態の第２の表現の１つの実装体では、医療用器具１１０はエンドエフェク
ター１１４を作動可能となるようにサポートするシース１３８を含み、図には表示されな
いが、超音波ブレード１１８の導波路部分はシース１３８の中に延長し、ハンドピース内
に収容される超音波トランスデューサーに作動可能となるように接続している。図１の実
施形態の第２の表現の１つの配備では、一番目の突起１１６とアーム１２２とは１対の顎
を定め、外科用メス１２４が一番目の突起１１６によって定められる顎の近位端に近接し
て配置される。図１の実施形態の第２の表現の１つの図解では、超音波手術用剪刀１３０
は、限定されるわけではないが、血管の封着、組織の把持、組織の切開、組織のバックカ
ット（tissue backcutting）、組織のスポットシーリング（tissue spot sealing）のた
めに使用される。
【００２０】
　本発明の第２の実施形態は図２に示される。図２の実施形態の第１の表現は患者組織２
１２を切断及び凝固するための医療用器具２１０のためのものである。医療用器具２１０
は２つの突起のある（すなわち、少なくとも２つの突起のある）エンドエフェクター２１
４を具備し、このエンドエフェクター２１４は一番目のバイポーラ高周波電極（図３の電
極２１８の上方電極）を含む一番目の突起２１６、電極２１８に対向するアーム２２２を
含む二番目の突起２２０、および外科用メス２２４を有する。１つの例として、一番目の
突起２１６と二番目の突起２２０とのうちの一方は二番目のバイポーラ高周波電極（両電
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極２１８を有するような一番目の突起２１６の例を示す図３の電極２１８の下方電極）を
含む。追加電極を有するものを含め他の例は当業者に委ねられる。
【００２１】
　一対のバイポーラ高周波電極２１８は当業者に明白であるように鋭利な切断端を含まな
いが患者組織２１２を離断するために抵抗加熱（resistive heating）に依存しているこ
とに注意したい。また、外科用メス２２０は患者組織２１２の離断用に構成された鋭利な
切断端２２６を含むことも注意したい。
【００２２】
　図２の実施形態の第１の表現の１つの使用可能体では、外科用メス２２４が一番目の突
起２１６とアーム２２２とのうちの一方に装着される。１つのバリエーションでは、外科
用メス２２４がアーム２２２に装着される（例えば、限定されるわけではないが、モノリ
シックに装着されるか、または機械的に及び／もしくは接着剤を使用して装着される）。
別のバリエーションでは、ここには示されないが、一番目の突起に外科用メスが装着され
る（例えば、限定されるわけではないが、モノリシックに装着されるか、または機械的に
及び／もしくは接着剤を使用して装着される）。ここには示されないが、１つの拡張体で
は、二番目の外科用メスが一番目の突起とアームとのうちの他方に装着される。同一また
は異なる拡張体では、少なくとも２つの外科用メスが一番目の突起及び／またはアームに
装着される。
【００２３】
　図２の実施形態の第１の表現における１つの構成において、一番目の突起２１６は、ア
ーム２２２に対し角度２２８で配置される。１つのバリエーションでは、外科用メス２２
４は常に一番目の突起２１６とアーム２２２とのうちの他方から角度をなして離れている
。このバリエーションの一番目の改変体では、角度２２８は不変である。このバリエーシ
ョンの二番目の改変体では、角度２２８はユーザーが調節できる角度である。この二番目
の改変体の一番目の例では、一番目の突起２１６とアーム２２２は少なくとも部分的に高
周波手術用剪刀２３０を定め、角度２２８はユーザーにより減少されて（外科用メス２２
４が常に一番目の突起２１６とアーム２２２とのうちの他方から離れている状態を依然と
して保つ最小角まで減少）一番目の突起２１６とアーム２２２と間で患者組織２１２を把
持し、角度２２８は把持した患者組織を解放するためにユーザーが増加させる。この様な
動作と最小角度を達成するためのメカニズム（ピボット、ケーブル、及びストップ付きハ
ンドレバーを含み得る）は、超音波手術用剪刀の設計者の通常の熟練度レベル内にある。
この二番目の改変体の二番目の例では、一番目の突起２１６とアーム２２２とは患者組織
のクランプ及びクランプ解除操作モードを欠いている（ただし、依然としてユーザーは角
度を調節したり、調節した角度をロックしたりすることができ、そのような調整及びその
ようなロックを達成するメカニズム　［ノブ、ケーブル、およびピボットを含み得る］　
が超音波手術用剪刀の設計者の熟練度レベル内にある）。
【００２４】
　図２の実施形態の第１の表現の１つの配列では、一番目の突起２１６は高周波手術用剪
刀２３０の電極をサポートする部分であり、アーム２２２は高周波手術用剪刀２３０のク
ランプアームの部分である。この配列で、外科用メス１２４はアーム２２２に装着される
。
【００２５】
　図２の実施形態の第１の表現の１つの使用可能体では、アーム２２２は長方向軸２３２
を有し、アーム２１８は一番目の突起２１６を回転することなく長方向軸２３２を中心に
回転可能である。そのような回転のメカニズム（モーターを含み得る）は医療用エンドエ
フェクターの設計者の通常の熟練度レベル内にある。図２の実施形態の第１の表現の１つ
の構造体では、エンドエフェクター２１４は組織パッド２３４を含み、このパッドはアー
ム２２２に装着され、かつ、クランプ表面エリア２３６を含む。
【００２６】
　図２の実施形態の第１の表現の１つの実装体では、医療用器具２１０はエンドエフェク
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ター２１４を作動可能となるようにサポートするシース１３８を含む。図２の実施形態の
第１の表現の１つの配備では、一番目の突起２１６と二番目の突起２２０は１対の顎を定
め、外科用メス２２４が二番目の突起２２０によって定められる顎の近位端に近接して配
置される。図２の実施形態の第１の表現の１つの図解では、高周波手術用剪刀２３０は、
限定されるわけではないが、血管の封着、組織の把持、組織の切開、組織のバックカット
、組織のスポットシーリングのために使用される。
【００２７】
　本発明の１つ以上の実施形態の表現から利益及び利点のいくつかが得られる。１つの例
では、外科用メスは無血管性患者組織（無血管性腸間膜組織等、ただしこれに限らない）
の切断に使用される。同一または別の例で、超音波ブレードまたは高周波電極は患者血管
組織（血管性腸間膜組織等、ただしこれに限らない）を切断及び凝固するために使用され
る。１つのバリエーションでは、外科用メスは患者組織をより速く切断するために超音波
ブレードとともに振動し、また外科用メスは患者組織が超音波ブレードによって切断され
るのを防ぐために回転可能である。同一または別のバリエーションでは、医療用器具は患
者組織をより速く切断するために２本の突起の間に引張して配置される。
【００２８】
　本発明はいくつかの実施形態の説明によって解説されたが、添付した特許請求の範囲の
精神と範囲をそのような詳細に限定または制限することは出願人の意図ではない。本発明
の範囲から逸脱することなしに、数多くの他のバリエーション、変更、代用が発生するで
あろう。例えば、本発明の医療用器具の実施形態は、ロボット補助式手術において、係る
システムの明白な改変を考慮に入れ、コンポーネントをそのようなロボットシステムと互
換性を持たせる適用性を有する。以上の記述が例示として説明され、添付の請求項の範囲
と精神から逸脱することなく他の改変が当業者に想定されることが理解される。
【００２９】
〔実施の態様〕
　（１）　患者の組織の切断および凝固のための医療用器具において、
　医療用超音波ブレードを含む一番目の突起、前記超音波ブレードに対向するアームを含
む二番目の突起、および外科用メスを有する、２つの突起のあるエンドエフェクター、
　を具備する、医療用器具。
　（２）　実施態様１に記載の医療用器具において、
　前記外科用メスが前記超音波ブレードと前記アームとのうちの一方に装着される、医療
用器具。
　（３）　実施態様２に記載の医療用器具において、
　前記超音波ブレードが前記アームに対し、ある角度で配置される、医療用器具。
　（４）　実施態様３に記載の医療用器具において、
　前記外科用メスが常に前記超音波ブレードと前記アームとのうちの他方から角度をなし
て離れている、医療用器具。
　（５）　実施態様４に記載の医療用器具において、
　前記角度が不変である、医療用器具。
　（６）　実施態様４に記載の医療用器具において、
　前記角度がユーザー調整可能角度である、医療用器具。
　（７）　実施態様６に記載の医療用器具において、
　前記超音波ブレードと前記アームとが少なくとも部分的に超音波手術用剪刀を定め、
　前記角度は前記超音波ブレードと前記アームと間の患者組織を把持するためにユーザー
が減少させ、
　前記角度は前記把持した患者組織を解放するためにユーザーが増加させる、医療用器具
。
　（８）　実施態様６に記載の医療用器具において、
　前記超音波ブレードと前記アームとが患者組織のクランプ及びクランプ解除作動モード
を欠いている、医療用器具。
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　（９）　患者組織を切断及び凝固するための医療用器具において、
　医療用超音波ブレードを含む一番目の突起、前記超音波ブレードに対向するアームを含
む二番目の突起、および外科用メスを有する、２つの突起のあるエンドエフェクター、
　を具備し、
　前記医療用超音波ブレードが超音波手術用剪刀の超音波ブレードの部分であり、
　前記アームが前記超音波手術用剪刀のクランプアームの部分であり、
　前記外科用メスが前記超音波ブレードに装着され、
　前記外科用ブレードが少なくとも１つの振動ノードを有し、
　前記外科用メスが前記少なくとも１つの振動ノードの各々から離れている、医療用器具
。
　（１０）　実施態様１に記載の医療用器具において、
　前記超音波ブレードが長方向軸を有し、
　前記超音波ブレードが前記アームを回転することなく前記長方向軸を中心に回転可能で
ある、医療用器具。
【００３０】
　（１１）　患者の組織の切断および凝固のための医療用器具において、
　一番目のバイポーラ高周波電極を含む一番目の突起、前記電極に対向するアームを含む
二番目の突起、および外科用メスを有する、２つの突起のあるエンドエフェクター、
　を具備する、医療用器具。
　（１２）　実施態様１に記載の医療用器具において、
　前記外科用メスが前記一番目の突起と前記アームとのうちの一方に装着される、医療用
器具。
　（１３）　実施態様１２に記載の医療用器具において、
　前記一番目の突起が前記アームに対し、ある角度で配置される、医療用器具。
　（１４）　実施態様１３に記載の医療用器具において、
　前記外科用メスが常に前記一番目の突起と前記アームとのうちの他方から角度をなして
離れている、医療用器具。
　（１５）　実施態様１４に記載の医療用器具において、
　前記角度が不変である、医療用器具。
　（１６）　実施態様１４に記載の医療用器具において、
　前記角度がユーザー調整可能角度である、医療用器具。
　（１７）　実施態様１６に記載の医療用器具において、
　前記一番目の突起と前記アームとが少なくとも部分的に高周波手術用剪刀を定め、
　前記角度は前記一番目の突起と前記アームと間の患者組織を把持するためにユーザーが
減少させ、
　前記角度は前記把持した患者組織を解放するためにユーザーが増加させる、医療用器具
。
　（１８）　実施態様１６に記載の医療用器具において、
　前記一番目の突起と前記アームとが患者組織のクランプ及びクランプ解除作動モードを
欠いている、医療用器具。
　（１９）　実施態様１１に記載の医療用器具において、
　前記一番目の突起は高周波手術用剪刀の電極をサポートする部分であり、
　前記アームは前記高周波手術用剪刀のクランプアームの部分であり、
　前記外科用メスが前記アームに装着される、医療用器具。
　（２０）　実施態様１１に記載の医療用器具において、
　前記アームが長方向軸を有し、
　前記アームが前記一番目の突起を回転することなく前記長方向軸を中心に回転可能であ
る、医療用器具。
　（２１）　実施態様１１に記載の医療用器具において、
　前記一番目の突起と前記二番目の突起とのうちの一方が二番目のバイポーラ高周波電極
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を含む、医療用器具。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】図１は、医療用超音波ブレード、アーム、及び外科用メスを含んだ医療用器具を
示す本発明の第１の実施形態の概略側面図である。
【図２】図２は、一対のバイポーラ高周波電極（片方の電極のみが図２に示される）、ア
ーム、及び外科用メスを含んだ医療用器具を示す本発明の第２の実施形態の概略側面図で
ある。
【図３】図３は両電極を示す図２のライン３－３に沿った図である。

【図１】 【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种改进的手术器械，用于切割和凝固患者组织。 
第一医疗器械用于切割和凝固患者组织，并且包括两个突出的末端执行
器。末端执行器具有包括医用超声刀的第一突起，包括面向超声刀的臂
的第二突起，以及外科手术刀。第二医疗器械用于切割和凝固患者组织
的医疗器械，并且包括两个突出的末端执行器。末端执行器具有包括第
一双极高频电极的第一突起，包括面向电极的臂的第二突起，以及外科
手术刀。 点域1
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